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虎退治の武松はどのようにして行者武松になったのか

著者：陳道陞

出版社：陞和姍科技商號

Section 2

打虎武松はどのようにして行者武松になったのか

著者：陳道陞

出版社：陞和姍科技商號

水滸伝武松

『水滸伝』は中国古典文学の輝かしい至宝として、その芸術的成就は単なる英雄の冒険や恩讐の快感の上に築かれているわけではない。現代文学批評の視点から見れば、この壮大な叙事詩の本質は、帝国後期の社会における構造的崩壊を描いた悲劇である。施耐庵は冷徹かつ写実的な筆致で、腐敗した官僚体制と崩壊の危機に瀕した社会秩序の中で、個人がいかにして一歩一歩、自己破滅と再構築へと向かっていくかを描き出している。梁山泊の百八人の好漢の中でも、武松は間違いなく最も代表的であり、民衆から最も愛されている人物の一人である。しかし、人々の武松に対する認識は、往々にして「景陽岡での虎退治」という単一の事件に限定されがちである。「武松の虎退治」の物語は中華圏で非常に広く流布しており、その知名度はすでに『水滸伝』の原典そのものをはるかに超えている。たとえ『水滸伝』を一度も読んだことがない読者であっても、武松が景陽岡で素手で猛虎を仕留めた英雄的エピソードは必ず耳にしたことがあるはずだ。

しかし、文学的な構造から見れば、虎退治は実際には武松というキャラクターの小説全体における「登場の序曲」にすぎない。虎退治のプロットは、主に武松の並外れた身体能力、人並み外れた度胸、そしてこの時点での法を遵守する市民としての素朴な正義感を示すことにある。これは彼の英雄神話の起点ではあるが、決して終着点ではない。

『水滸伝』における武松というキャラクターの核心的な描写は、この神話にとどまるものではなく、彼がその後経験する一連の幻滅、葛藤、そして最終的な心理的変遷にある。読者は次の重要な点に気づく必要がある。すなわち、虎を退治した時の武松は、心の底では体制に溶け込み、既存の秩序を維持することを強く望んでいる「正義の青年」だったということだ。

しかし小説の中後期になると、彼は僧衣を身にまとい、戒刀を手にしながらも、もはやいかなる法律や体制も信じず、ただ個人の暴力によってのみ正義を定義する「行者」へと変貌を遂げる。

この「虎退治の英雄」から「冷酷な行者」への変貌こそが、施耐庵による武松というキャラクターに対する最も深い文学的描写なのである。

これは単に英雄が賊に身を落とす（落草する）だけの単純な物語ではなく、一人の理想主義者が腐敗した体制の中で打ちのめされ、最終的に暴力へと向かう物語なのだ。

ここからは、この変化の軌跡を体系的に分析し、武松が現実の厳しい打撃の下で、どのように体制への信頼を一歩一歩手放し、最終的にこの悲劇的な自己の再構築を遂げたのかを探っていく。

武松の登場

武松の正式な登場は、『水滸伝』第二十二回「柴進の門に天下の客を招き、武松は大いに設房に暴れる」である。

しかし、本当に彼の名を天下に轟かせることになる「景陽岡の虎退治」の事件が起こるのは、第二十三回のことである。当時、武松は地元で人を殴って怪我を負わせ、相手が死んだと思い込んで逃亡し、柴進の屋敷に身を寄せていた。柴進の屋敷では、短気な性格が災いして重用されていなかったが、宋江と出会ったことで、二人は義兄弟（金蘭の契り）を結ぶことになる。その後、かつて自分が怪我をさせた相手が生きていたことを知った武松は、兄を探すために故郷の清河県へと戻ることを決意する。その帰郷の途上、彼は山東省博平県の景陽岡を通りかかった。

当時、景陽岡には「額が白く目の吊り上がった大虫（虎）」が出没して人々を襲っており、役所は期限付きで捕獲を命じ、峠のふもとに警告の立て札を出していた。しかし武松は意に介さず、ふもとの居酒屋で「三碗飲めば峠を越えられない（三碗不過岡）」と言われるほどの強い酒を立て続けに十八杯も飲み干した。そして酒の勢いに任せ、店主の制止を振り切って、あえて夕暮れ時に峠を越えようとした。半分酔った状態で進んでいると、突然、大虫が襲いかかってきた。武松は驚異的な本能と怪力により、頼みの棍棒が折れた状態でありながら、文字通り素手でこの猛虎を殴り殺した。

この一件は地元の虎の脅威を取り除いただけでなく、武松の運命を根底から変えることになった。

陽穀県の知県は、武松のこの比類なき勇猛さを見て彼を高く評価し、その県の「都頭」に任命した。

ここで、北宋時代における「都頭」がどのような役職であったかについて補足しておきたい。宋代の軍事および地方治安体制において、都頭は決して高級軍官ではなかった。

簡単に言えば、地方の役所における治安警察の隊長、あるいは盗賊の逮捕を担う武官の首領のようなものである。官職としての位は極めて低く、正式な朝廷の命官とさえ言えないものであったが、当時は一文無しで、かつて指名手配犯同然だった武松にとって、これは間違いなく体制側に入り、社会的なアイデンティティを得る絶好の機会であった。

武松はこの職を極めて大切にし、官服に身を包んで、それ以降は体制内の法執行者となった。

武松が都頭になって間もなく、彼は街で長年生き別れになっていた実の兄、武大郎と偶然再会する。

武大郎は背が極めて低く、容姿は醜く、性格も臆病で、炊餅（すいへい、蒸しパンの一種）を売って生計を立てていた。しかし、彼には潘金蓮という極めて美しい妻がいた。武松は兄と再会し、武大郎の家に身を寄せる。この運命の交錯が、やがて全員の運命を狂わせる悲劇の引き金となる。

潘金蓮、武大郎、西門慶の3人は、後に誕生する古典奇書『金瓶梅』において核心的な主人公となる。しかし、『水滸伝』において彼らは本来、武松の運命を大きく転換させるための脇役に過ぎない。『金瓶梅』は『水滸伝』のこの物語の枠組みを借りて、市井の庶民生活や人間の強欲さを極めて克明に描いたのである。

もし読者がこの3人の家庭内の恩讐、愛憎劇、そしてさらに深いレベルでの社会風俗に興味があるなら、『金瓶梅』を読むことを強くお勧めする。しかし、『水滸伝』の文脈において、この家庭内の悲劇が果たす核心的な役割は、武松の「体制」と「道徳」に対する限界を試すことにある。

この時点で、読者が抱く武松への理解や認識は、大まかに以下のいくつかの特徴に集約される。

並外れた武力： 素手で猛虎を退治し、常人離れした肉体的才能をいかんなく発揮している。

伝統的道徳への忠実さ： 兄の武大郎を極めて敬い、長兄を父のように尊ぶ深い情愛を示している。

体制の秩序に対する畏敬： 自身の「都頭」という身分を非常に誇りに思っており、ルールを重んじ、本分を全うして行動している。

極めて強い道徳的潔癖さ： 潘金蓮からの言葉による挑発や数々の誘惑に対し、武松は毅然とした態度を貫き、そればかりか自分の本分を守るよう彼女に厳しく警告している。

この時の武松は、典型的かつ高度に理想化された「儒教道徳」と「法的秩序」の守護者である。彼は善悪の報いを信じ、役所の公正さを信じ、さらには自分が都頭として、この体制の中で身を立てて正義を貫けると信じて疑わなかった。

しかし、これこそが施耐庵の卓越した手法である。彼はまず、体制の規範に完全に適合した英雄を作り上げ、その上で、その英雄が信頼していたすべてのものを容赦なく、ことごとく引き裂いていくのである。
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正義の実現

武松は兄の武大郎と再会した後、穏やかな家庭生活を送ることを望んでいた。しかし、潘金蓮は武松を誘惑しようとして失敗し、清河県の豪商であり、地元のならず者でもある西門慶と不倫関係に陥る。この不義の密通は王婆の仲介によってエスカレートし、最終的には計画的な殺人事件へと発展した。

武松が公務で東京（汴梁）へ出張している間、武大郎は二人の不倫に気づくが、西門慶に蹴られて負傷してしまう。その後、潘金蓮は西門慶と王婆にそそのかされ、砒素を使って武大郎を毒殺した。この一連の出来事は、『水滸伝』の第二十四回から第二十六回に描かれている。

この誰もが知る殺人事件について、ここで詳細を重ねて述べることはしない。なぜなら、文学批評の焦点はこの不倫劇そのものではなく、真相を知った武松の反応にあるからだ。

出張から戻った武松は、兄の突然の非業の死という悲報に接しても、すぐに激昂して人殺しに走ることはなかった。この細部に注目してほしい。この時の武松は、依然として陽穀県の都頭であった。彼は法を執行する立場であり、彼の脳裏をよぎった最初の反応は、私的な武力による解決ではなく、法的な解決手段を求めることだった。これは、当時の武松が大宋の法律をいかに信頼していたかを示している。

彼は極めて緻密な刑事調査を開始する。

詳細な現場での聞き取り： 彼はまず、武大郎の死の直前の症状について尋ね、遺体に不自然な死の兆候が見られることを発見した。疑惑は深まるばかりだった。

決定的な物証の収集： 彼は火葬を担当した何九叔を探し出し、彼が密かに残していた武大郎の遺骨（毒殺を証明する黒く変色した骨）と、西門慶から渡された買収の銀貨を手に入れた。

核心となる証人の確保： 彼は目撃者である鄆哥を見つけ出し、潘金蓮と西門慶の密通、そして王婆の仲介に関する詳細な証言を得た。

これほど確実な物証と人証を握った上で、武松は法治精神に完全に合致する行動をとった。

彼は何九叔と鄆哥を連れ、遺骨と証言書を携えて正式に陽穀県の県衙（役所）へと出向き、知県に対して西門慶と潘金蓮による兄の殺害を告発した。これは標準的で、合法的、かつ理性的な訴訟手続きである。もし大宋の司法システムが正常に機能していれば、西門慶と潘金蓮は逮捕され、裁判にかけられて刑を言い渡され、正義は実現し、武松も人々から尊敬される都頭であり続けたはずだった。

しかし、現実は武松に無情な一撃を与えた。

西門慶は武松が役所に訴え出たことを知ると、即座に知県をはじめとする県衙の主要な役人全員に大金を送って買収した。

翌日、知県は武松の訴状を却下した。理由は「証拠不十分で立件が困難」というものだった。そして、知県は冷ややかに武松に告げた。「都頭、お前も役所の人間だろう。昔から『姦通を暴くには男女双方、盗っ人を捕らえるには盗品を押さえよ』と言うのを知らぬわけではあるまい？ お前の兄はすでに火葬されてしまった。何を根拠に毒殺されたなどと言うのだ？ 外部の者の唆しを真に受けて、西門慶のような名士を敵に回すべきではない」

この言葉によって、武松が司法による正義を求める道は完全に閉ざされた。これは一地方官の腐敗にとどまらず、官僚体制そのものが底辺の個人に対して行う組織的な裏切りであった。武松はこの瞬間、人生で最初にして最も決定的な、信念の揺らぎを経験したのである。

彼が日頃誇りに思っていた「都頭」という身分は、金と権力の結託を前にしては、ただの反故にすぎないことに気づいたのだ。法律は法を守る者を守るのではなく、むしろ特権階級の保護傘となっていた。体制が正義をもたらすことを拒むのであれば、武松は自らの手で正義を再構築することを決意する。

しかし、それでもなお、彼は「形式的な正義」に対する最後の執着を残していた。

彼は家に戻ると法要を営み、近所の人々（王婆を含む）を証人として招いた。そして衆目の前で潘金蓮と王婆を厳しく拷問して罪を自白させ、部下の兵士にその供述を記録させた。その後、武松は潘金蓮を自らの手で討ち果たし、その首を携えて獅子街の大酒楼へ向かい、そこで酒池肉林を楽しんでいた西門慶を見つけ出した。激しい死闘の末、武松は西門慶を酒楼の上から投げ落とし、階下に降りてその首をはねた。

仇敵を討った後の武松の行動は、彼がこの時点でもなお体制に対して一種の幻想を抱いていたことを再び証明している。彼は他の江湖の好漢たちのように、即座に各地へ逃亡し、柴進に身を寄せたり、山に登って山賊（落草）になったりする道を選ばなかった。それどころか、彼は潘金蓮と西門慶の首級、実の兄を殺された経緯を自ら記録した供述書を携えて県衙に赴き、官府に自首したのである。

彼は知県に向かってこう言った。「私、武松は、義姉が貞操を守らず、実の兄を毒殺したにもかかわらず、官府がそれを受理しなかったため、やむを得ず自らの手で仇を討ちました。今や罪を犯した身、甘んじて罰を受け入れる所存です」

この行動は現代の読者から見れば理解しがたいかもしれないが、当時の武松の心理状態を深く物語っている。

彼は暴力を用いたものの、依然として官府の裁判権を認めていた。自分は「法律を超越するが天理に適う」道徳的義務を果たしたのであり、そのために大宋の法律による罰を受ける覚悟はできていると考えていたのだ。彼の根底には、なおも体制内にとどまることを望む「虎退治の武松」がいた。武松が地元で絶大な民心を得ていたこと、そして知県自身も彼に対して義理を欠いたという後ろめたさがあったことから、最終的に官府は判決で小細工を弄し、武松の罪名を「痴情のもつれによる互いの殴り合いの結果としての死亡」へと減刑した。これにより死罪を免れ、孟州への配流（流罪）が言い渡された。

孟州へと流されていく道中、武松は十字坡を通りかかった。

ここで彼は、人肉を売る客舎を営む「母夜叉」孫二娘と「菜園子」張青に出会う。武松は研ぎ澄まされた江湖の直感によって孫二娘の盛ったしびれ薬（蒙汗薬）を見破り、彼女を制圧した。そこへ張青が駆けつけ、二人は戦う中で互いを認め合い、義兄弟の契りを結んだ。この小さなエピソードは、武松の流刑の旅におけるただのスリリングな遭遇に見えるが、実際には著者・施耐庵が仕掛けた極めて深い伏線である。

十字坡において、武松は主流社会から完全に逸脱した「裏社会（アウトロー）の生態系」に初めて接触した。張青と孫二娘の生き方は、官府の法律を全面的に否定するものだった。武松はこの時、彼らからの「山賊に加われ（落草）」という誘いを拒み、枷をはめられたまま孟州で刑に服すことを固執したが、彼の行動半径と思索の幅は、知らず知らずのうちに押し広げられていたのである。

この時の武松は、その手に鮮血をにじませてはいたものの、依然として「正義の青年」であった。仇討ちのために人を殺し、法を守るために自首した。彼はまだ「刑期さえ終えれば、再びまっとうな人間に戻れる」という体制内への幻想を抱き続けていた。しかし、孟州の牢獄こそが、彼のこの幻想の終着駅となるのである。

快活林での囚人生活

武松は枷をはめられたまま、孟州の牢城営にやってきた。当時の決まりでは、新入りの囚人はみな百回の「殺威棒」を受けなければならなかった。しかし、武松は牢の中で異例の優遇を受けた。叩かれるどころか、清潔な個室に案内され、毎日うまい酒とうまい肉が運ばれ、温かいお湯まで用意された。体制の仕組みに慣れていた武松は、これに強い不審と警戒心を抱いた。

世の中にタダで手に入るものなどないことを、彼は知っていた。このような優遇の裏には、必ず何らかの見返りがあるはずだ。やがて、その裏で糸を引く人物が姿を現した。現れたのは、名を施恩、あだ名を「金眼彪」という、孟州牢城営の管営（刑務所長）の息子だった。施恩は役人の二世でありながら、同時に地元の暴力団のボスでもあった。彼は父親の権力を背景に、孟州城外の「快活林」と呼ばれる大規模な娯楽・商業特区を立ち上げていた。快活林には百軒以上の商店、酒楼、賭場が並び、毎日の売上は凄まじいものだった。施恩はみかじめ料の徴収と自らの事業経営により、莫大な富を築いていた。

しかし最近、快活林に強力なライバルが現れた。名を蒋忠、あだ名を「蒋門神」という。蒋門神は武芸に秀でており、その背後には孟州の張団練という政治的後ろ盾がいた。快活林に乗り込んできた蒋門神は、圧倒的な武力で施恩を叩きのめし、快活林の縄張りをすべて奪い取ってしまった。施恩は蒋門神に力で敵わず、公式なルートでの解決もできなかった（相手の背後にも役所の権力者がいたためである）。そのため、涙をのんで耐えるしかなかった。そんな時、あの「虎退治の英雄」である武松がこの地に流されてきたと聞き、施恩はこれこそが縄張りを取り戻す絶好の機会だと直感した。

そこで、施恩は武松にあの手この手で取り入り、物質的な利益でこの猛虎を買収しようとした。この物語は『水滸伝』第二十八回から第二十九回にかけて描かれている。武松が事の経緯を知ったとき、彼の反応は非常に興味深いものだった。彼は施恩にこう言った。「そんなことが何ほどのことか。お前のために縄張りを取り戻してやるだけのことだ。」ここで、私たちは武松のこの時点における心理的変化を冷徹に分析しなければならない。かつて陽穀県で兄の仇討ちのために暴力を振るったのとは異なり、今回の快活林において、武松は何のために戦ったのだろうか。

彼は正義のために戦ったのではない： 施恩は決して弱者ではなく、本質的には父親の権力を笠に着て商人を搾取する暴力団のボスである。蒋門神による縄張り争いは、単なるヤクザ同士の潰し合いにすぎない。

彼は義理と利益のために戦った： 武松は施恩からうまい酒とうまい肉を振る舞われ、その恩義を感じたからこそ、施恩の「用心棒」となることを引き受けたのである。

彼は裏社会（江湖）のルールを受け入れ始めた： この時の武松は、もはやその行為が大宋の法律に合致しているかどうかなど気にしていない。「自分に良くしてくれる者のために戦う」という、裏社会の「江湖の義気」を受け入れ始めたのだ。

これは極めて微妙でありながら、決定的な転変であった。

かつて法律手続きにこだわり、自首を貫いた都頭（警察隊長）の武松は、過酷な現実に摩耗され、この時にはすでに「施しを受けて恩義に縛られ、暴力団の揉め事を片付ける『高級用心棒』」へと格下げされていた。己の神がかり的な強さを示すため、武松は快活林へ向かう道中、「酒が入らねば本領を発揮できない」という小芝居を打った。彼は酒屋を通るたびに、必ず三杯の酒を飲むことを要求した。これが有名な「酔打蒋門神（酔って蒋門神を打つ）」である。快活林に到着したとき、武松はすっかり泥酔していたが、その意識は極めて冷徹だった。彼は精妙な「玉環歩、鴛鴦脚」を繰り出し、大柄な蒋門神を叩きのめして、地を這いつくばらせ、跪いて命乞いをさせた。

武松は蒋門神に三つの条件を突きつけて承諾させた。第一に、快活林を施恩に返すこと。第二に、施恩に謝罪すること。第三に、ただちに孟州を立ち去ることである。

この衝突において、武松は圧倒的な覇気を見せたものの、依然として一定のわきまえを保っていた。彼は蒋門神を殺さなかった。これは、この時点での武松の心の奥底に、まだ見えない一線の底線が残っていたことを示している。彼は、これが単なる裏社会の恩讐による縄張り争いにすぎず、相手を屈服させて縄張りを取り戻せば十分であり、命を奪う必要はないと考えていた。快活林を取り戻した後、武松は施恩の最上級の国賓となり、毎日快活林で至高の尊崇と贅沢な生活を満喫した。地元の商人や裏社会の面々から、彼は天にものぼる勢いでもてはやされた。

このようにおだてられ、快適な生活を送るうちに、武松の警戒心は次第に薄れ、その性格もやや傲慢になっていった。彼は、自分が依然として囚人の身分であることや、この世界が回る残酷な本質を忘れてしまったかのようだった。彼は、己の武力によって、この白黒入り混じるグレーゾーンで新たな均衡を見出したと思い込んでいた。しかし、彼が知らなかったのは、自身が依存している施恩の勢力など、真の権力の中枢の前には紙切れ一枚のように脆弱だということだった。そして、彼が生かしておいた蒋門神は、暗闇の中でさらなる巨大な闇の勢力と結託し、彼に致命的な一撃を与える準備を進めていた。快活林でのつかの間の美夢は、嵐が吹き荒れる前のほんの一時の静けさにすぎなかったのである。

血濺鴛鴦楼

武松が快活林で享受した平穏な生活は、長くは続かなかった。

蒋門神は敗れたものの、おとなしく引き下がるような男ではなかった。彼は自身の後ろ盾である孟州の兵馬都監・張蒙（張都監）を頼った。張都監は孟州の軍事長官であり、その実権は牢獄の役人の息子である施恩の比ではなかった。張都監は蒋門神、張団練と同盟を結び、武松を陥れるための極めて陰険な罠を仕掛けた。この息をのむような展開は、『水滸伝』の第三十回から第三十一回にかけて描かれている。まず張都監が表舞台に現れ、武松を大いに気に入り、牢城営から自分の屋敷に引き抜いて身辺の世話係（親随）にした。彼は武松に細やかな気配りを見せ、さらには屋敷の美しい侍女である玉蘭を武松の妻として娶らせることまで約束した。幼い頃から孤独に生きてきた武松は、張都監ほど地位のある役人にこれほど重用され、婚礼の面倒まで見てもらえることに、言葉にできないほど深く感動した。自分はようやく表社会に再び受け入れられ、再び功績を立てるチャンスを得たのだと信じ込んだ。しかし、これらはすべて武松の警戒心を解くための罠に過ぎなかった。

中秋の節句の夜、張都監の屋敷で突然「泥棒だ！」という叫び声が上がった。武松は職務を果たすべく、すぐに棒を手にして泥棒を捕らえに飛び出したが、張都監の寝室の外で、待ち伏せていた官兵たちに一斉に襲いかかられ、その場で取り押さえられてしまった。その後、官兵たちは武松の部屋から、張都監の屋敷から盗まれたとされる金銀の器を「捜し出し」た。これは、事実無根の「濡れ衣」であった。武松はいくら釈明しても聞き入れられず、すぐに孟州の役所に送られた。知府の過酷な拷問に耐えかねた武松は、やむなく罪を認めさせられ、さらに遠くの沙門島へと再び流刑に処されることになった。

流刑の道中、一行が「飛雲浦」という険しい吊り橋に差し掛かった時、武松は異変を察知した。護送を担当する二人の防送牌手が、蒋門神の送り込んだ二人の刺客と暗に目配せをし、橋の上で自分を殺害して死体を川に投げ捨てようと企んでいることに気づいたのだ。生死を分ける瀬戸際で、武松の中に眠っていた野獣の本能が、心の奥底から呼び覚まされた。彼は先手を打ち、首枷をはめられたまま怪力を発揮して、二人の刺客を橋の下へと突き落とし、残る二人の牌手も瞬く間に片付けた。生き残った者を問い詰めた武松は、陰謀の全貌を知ることになる。

張都監、張団練、蒋門神が手を組み、自分を確実に亡き者にしようと仕組んだ罠だったのだ。この瞬間、武松の脳裏で長らく張り詰めていた「体制、法律、秩序」という名の糸が、ついに切れた。自分がどれほど善良な人間になろうと努力しても、どれほど社会に溶け込もうと切望しても、この社会の権力者たちは容赦なく、最も卑劣な手段で自分を破滅させようとする。彼はこの世界に対して絶望を抱くようになった。

絶望の後に解き放たれたのは、底知れぬ破壊的な凶暴さだった。武松は逃げることなく、奪い取った朴刀を手に、夜を徹して孟州城へと引き返した。彼は張都監の屋敷に忍び込み、一気に鴛鴦楼へと斬り込んでいった。鴛鴦楼では、張都監、張団練、蒋門神が酒を酌み交わしながら、「武松を始末することに成功した」という奸計の成功を祝っているところだった。そこへ、まるで地獄から這い出てきた死神のごとく、武松が突如として姿を現した。

次に展開される光景は、『水滸伝』の中で最も血生臭く、最も衝撃的な虐殺劇である。

武松は一切の無駄口を叩かず、一刀のもとに蒋門神、張都監、張団練の三人をめった斬りにした。もし殺戮がここで終わっていれば、これはまだ「的確な復讐」として説明がついたかもしれない。しかし、その後に起きた出来事が、この復讐劇を取り返しのつかない深淵へと引きずり込んでいく。

血眼になった武松は、鴛鴦楼を降り、屋敷の中にいるすべての人々に対して無差別な虐殺を始めた。

復讐範囲の拡大： 彼は張都監の夫人を殺害した。

裏切り者の処刑： かつて自分にこの上なく優しく接しながら、濡れ衣を着せられた際には偽証した侍女の玉蘭を殺害した。

すべての目撃者の消去： 屋敷の料理人や召使いを殺し、さらには全く無関係の門番の老人や罪のない下女に至るまで、容赦なく斬り殺した。

張都監の屋敷全体が、一夜にして生きていながらの地獄と化し、計十五名もの人々が武松の刀にかかって命を落とした。それは制御を失った、破壊的な感情の吐き出しであった。この時、武松が殺めたのはもはや仇敵だけではなく、自分を欺き、自分を破滅させたこの世界を象徴するすべての存在だった。殺戮を終えた後、武松は衣服に血を含ませ、鴛鴦楼の白い漆喰の壁に「人を殺せし者は虎退治の武松なり！」と大書した。

この文字は、彼がこの世界に対して突きつけた最後の宣告だった。彼はもう逃げも隠れもしなければ、法の裁きを求めることもしない。自身の名前をもって、この暴行に判を捺したのだ。これは「人喰い虎を退治した武松」というアイデンティティが公に示された、最後の瞬間でもあった。

壁に書き残した後、武松は城外へ逃亡し、再び十字坡を訪れて張青と孫二娘を頼った。この時の武松は、すでに朝廷から第一級の指名手配犯とされ、各地の州県に人相書きが貼り出されていた。顔の目立つ入れ墨と特徴的な容貌のせいで、身動きすら取れない状況にあった。武松の命を守るため、孫二娘は極めて象徴的な提案を持ちかけた。

武松の風貌を一新し、「行者」（各地を旅する出家の道士）に変装させるというものである。この行者の身なりや持ち物は、もともと孫二娘が殺害した名もなき道士のものだった。原作の中で施耐庵は、変装後の武松の「行者」姿を極めて生き生きと描写している。

> 前に垂れ後ろに纏うは、一本の紅絹の交じり糸の手拭い。

> 後頭部には一本の鑌鉄の頭輪をはめ、ボサボサの髪を締めつける。

> 身には一領の黒布の直裰をまとい、腰には一本の交じり糸の絛を結ぶ。

> 足には一足の折り返しのある革靴を履き、背中には一つの包みを背負う。

> 首からは一連の数珠を掛け、腰には二振りの雪花鑌鉄の戒刀を差す。

武松が鏡に自分を映し、そこに映るボサボサの髪に鉄の箍をはめ、黒い衣を身にまとい、二振りの刀を手にした己の姿を見つめた時、彼は悟った。かつての陽穀県の都頭であり、平穏に本分を守って生きることを望んだ「虎退治の英雄」は、もうどこにも存在しないのだと。

取って代わったのは、この世界と完全に決別した、冷酷な「行者武松」であった。この姿形は、単なる物理的な変装にとどまらず、精神的な涅槃でもあった。行者とは本来、修行の身であり、慈悲の心を持って衆生を救うべき存在である。しかし、武松という「行者」が腰に下げているのは、人を殺めるための戒刀であった。この極端なコントラストこそが、文学史上最も皮肉で、最も哀愁を誘う名場面を形作っているのである。


            
                [image: 行者武松]
                行者武松

            

            
虎退治の武松から行者武松へ

鴛鴦楼で血の惨劇を引き起こし、行者へと姿を変えた後、『水滸伝』の後半における武松の出番は急激に減少する。彼はもはや小説のストーリーを牽引する中心人物ではなくなり、梁山泊軍の一人の猛将へと退く。その後の戦いにおける彼の描写は寡黙かつ効率的で、まるで個人の感情を失った戦闘マシンのようである。その後、彼は二竜山に登って魯智深や楊志らと合流し、最終的にともに梁山泊へと帰順した。梁山泊の席次を決める際には、第十四位、天傷星となり、歩兵軍頭領を務めた。

その後の梁山泊の遠征において、武松はたびたび奇功を立てるが、最後の方臘討伐の際、烏竜嶺の戦いで包道乙の混元剣によって左腕を切り落とされてしまう。最終的には魯智深の助けを借りて、片腕で方臘を捕らえたものの、彼もまたそのために凄惨な代償を支払うこととなった。

戦争が終結すると、朝廷は軍を引き揚げ、生き残った将領たちに官爵を授けようとした。しかし、この時の武松は、誰もが予想だにしなかった、それでいて彼の性格からすれば完全に筋の通った決定を下す。

彼は都に戻って官職に就くという誘惑を拒み、杭州の六和寺に留まって出家し、中風に倒れた林沖の面倒を見ることを選んだ。そして、最終的に八十歳で大往生を遂げた。この後半生の簡潔な軌跡は、一見すると平穏に見える。しかし、これを彼の前半生の激しい葛藤と対比させてみると、そこには驚くべき心理的変遷のプロセスが見えてくる。

武松の変貌は、実のところ、極限環境下における人間性の再構築を施耐庵が最も残酷に描いたものである。武松自身は、心の奥底で、自分は今でもあの景陽岡での、公明正大な「虎退治の武松」のままだと思い続けていたのかもしれない。しかし実際には、彼は完全に変わってしまっていた。彼は「法を守る執行者」から、「法を否定する暴力の行使者」へと変貌を遂げたのである。

命の価値に対する軽視： 陽穀県で彼が潘金蓮と西門慶を殺害したのは、正確な復讐であり、関係のない人間を巻き込むことすら避けていた。快活林では、蒋門神に対して手加減をしていた。しかし鴛鴦楼に至っては、罪のない侍女や使用人までも容赦なく虐殺した。これは、彼の心がすでに暴力によって深く侵食され、命に対する最低限の尊重すら失ってしまったことを示している。

正義の定義の歪み： かつての彼は、官府を信じ、大宋の律法を信じていた。しかし、のちの彼は、自分の手にある双刀しか信じなくなった。彼の正義は、「暴力を以て暴力を制する」個人的な復讐へと変質したのである。

社会体制からの自発的な放逐： 彼は行者の衣をまとっている。この衣は本来、出家者の象徴であるが、彼が身につけることで、社会の周縁を漂い、いかなる世俗の法にも縛られないことの証拠となった。彼は宗教という外皮を用いて、世俗に絶望し、冷酷に冷え切った心を包み隠したのである。

これは、極めて深い文学的批判である。

施耐庵は武松の悲劇を通して、読者に一つの悲しむべき法則を提示している：

高度に腐敗し、システムが崩壊した社会においては、正直で能力があり、規則を守る底辺の「善人」が安住の地を得ることは極めて困難である。体制は彼を保護するどころか、むしろ狂気へと一歩一歩追い詰めていく。武松は生き延びるため、そして復讐のために、自らの心の奥底にあった穏やかさと秩序への敬意を、自ら切り捨てざるを得なかった。彼は、この「人が人を食らう世界」で生き残るために、敵よりも冷酷で、さらに残忍にならなければならなかったのである。

左腕を失い、官職を拒み、六和寺の青灯古仏の傍らで余生を終えたとき、それはおそらく、彼の心の奥底における、この血塗られた人生に対する遅すぎる懺悔と自己救済であったのだろう。彼はついに、人を殺め続けた二振りの雪花鑌鉄の戒刀を下ろしたのである。

しかし彼は知っていた。かつて景陽岡で血気盛んに天理の明らかなるを信じていた若き都頭は、あの風雪吹きすさぶ鴛鴦楼の夜に置き去りにされ、二度と戻ることはないのだということを。これこそが、「虎退治の武松」が「行者武松」へと変貌した背景にある、最も深く、そして最も心を痛めつける文学的真実なのである。
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